
2015年度 第2四半期 
決算説明資料 

2015年10月28日（水） 

株式会社大和ネクスト銀行 
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（百万円） （百万円） 

業務粗利益推移 経常利益推移 

FY2014 FY2015

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 1H 1H

4,576 4,203 7,762 4,180 6,169 5,488 -11.0% 8,780 11,657 32.8%

うち資金運用収支 5,323 5,152 -1,628 4,036 4,080 -2,498 - 10,476 1,581 -84.9%

うち役務取引等収支 -553 -573 -622 -586 -687 -711 - -1,127 -1,399 -

うちその他業務収支 -193 -374 10,014 730 2,776 8,699 213.3% -567 11,475 -

1,886 1,825 1,911 1,486 2,331 1,859 -20.2% 3,712 4,190 12.9%

2,697 2,381 5,846 2,699 3,839 3,631 -5.4% 5,078 7,471 47.1%

－ － － － -339 - - － -339 -

1,822 1,511 3,873 3,088 2,349 2,484 5.7% 3,333 4,833 45.0%

2,710 2,400 5,874 2,718 3,862 3,646 -5.6% 5,111 7,508 46.9%

特別損益

対 '15/1Q

増減率

FY2015

業務純益

対 '14

1H

増減率

FY2014

純利益

営業経費

（単位：百万円）

経常利益

業務粗利益

決算の概要 

業務粗利益  5,488百万円 

 （前四半期比 ▲11.0％）                                        

 ポートフォリオのリバランスに伴い、その他

業務収支は増加するも、関連するスワップ

取引の解約により資金運用収支は低減 

営業経費：  1,859百万円  

 （前四半期比▲20.2％） 

 前四半期は、一時的に租税公課が増加して

いたため、今四半期は低減 

経常利益：  3,631百万円 

 （前四半期比▲5.4％） 

 前四半期と比較し、若干の減少となったも

のの、高水準を維持 
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預金の状況 

 預金残高（譲渡性預金を含む）は前四半期末比588億円の増加。 

（※）譲渡性預金を含む 

（億円） 
FY2013 FY2014 FY2015 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 

預金合計（※） 22,292 22,689 23,576 23,991 24,911 25,609 27,723 30,471 31,079 31,668 
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口座の状況 

 銀行口座数は前四半期比27千口座増加し、1,074千口座。 

 年代は60才以上が約6割、50才以上では約8割。 

年代分布（個人のお客さま） 

（千口座） 

（※）ツインアカウント口座数 

   大和証券の総合取引口座と大和ネクスト銀行の銀行口座の両方を開設している口座数 

29才以下
4%30－39才

以下
7%

70才以上
34%

60－69才
以下
26%

50－59才
以下
17%

40－49才
以下
12%

（千口座） 
FY2014 FY2015 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 

銀行口座数 928 953 985 1,018 1,046 1,074 

うち 
ツインアカウント 

口座数 
903 929 961 994 1,022 1,050 

口座数推移 
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有価証券等の状況 

有価証券残高推移 

 有価証券残高は、市場環境に応じて国債及びその他の有価証券の売却を実施したため、前四半期比減少。 

 有価証券の大半は金利スワップ等で金利リスクをヘッジしており、変動金利の比率は2015年9月末時点で85％。 

 評価損益等は、2015年9月末時点で201億円のプラス。 

変動・固定比率 

評価損益等 

（億円） 

（％） 
FY2015 

2Q 

変動金利 85％ 

固定金利 15％ 

合計 100％ 

（億円） 
FY2015 

2Q 

有価証券評価損益 539 

デリバティブ評価損益・その他 △337 

評価損益等 201 

（※）有価証券及び貸出金の合計。なお、投資信託を除く。 

（億円） 
FY2014 FY2015 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 

債券 16,807 16,511 14,847 14,601 13,370 10,927 

うち国債 14,874 14,873 13,099 12,675 10,963 8,466 

うち社債 1,932 1,638 1,747 1,925 2,407 2,461 

その他 9,855 10,873 11,139 11,565 12,093 10,891 

有価証券合計 26,662 27,385 25,986 26,166 25,464 21,819 
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貸出金の状況 

資産流動化ローン（裏付資産別の割合） 

（億円） 

（億円） 
FY2014 FY2015 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 

貸出金 1,201 1,381 1,352 1,484 1,517 2,490 

貸出金残高推移 

その他
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 貸出金残高は、外貨建てローン債権を裏付けとする資産流動化ローンの積み上げに伴い、前四半期比973億円の増加。 

 貸出金はほぼ全てが資産流動化ローンであり、裏付資産別の割合では、外貨建てローン債権が約5割。 
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財務基盤の状況 
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自己資本額（左軸）

自己資本比率（右軸）

 2015年9月末時点の自己資本比率は、29.60％。 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 

FY2013 FY2014 FY2015 

（億円） 

FY2013 FY2014 FY2015 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 

自己資本額 1,024 1,029 1,039 1,055 1,073 1,088 1,127 1,152 1,176 1,201 

うち資本金・資本準備金 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 

自己資本比率 39.91% 37.87% 33.52% 35.50% 36.38% 34.26％ 31.83％ 31.28% 31.05% 29.60％ 

（※）2013年度4ＱよりバーゼルⅢに移行 

（※） 

自己資本額・自己資本比率推移 

（億円） 


